
令和 2年度 埋蔵文化財の活用② 

 

生涯学習課では、遺跡発掘調査や出土品の整理・収蔵・展示などについて、多くの市民の方々

に活用していただけるような取り組みを実践しています。 

 

「よみがえる土橋遺跡～あがの JOMON 再発見～」 

土橋遺跡では、県内最大のハート形土偶が出土

し、縄文時代後期前半の環状集落が発見されまし

た。例年ならば調査成果を市民の皆さんにお伝え

するため、遺跡の一般公開を開催しますが、新型

コロナウイルス感染拡大のため実施が困難になり

ました。その代替として、動画「よみがえる土橋

遺跡」を製作し、9 月より YouTube「阿賀野市公

式チャンネンル」に公開・配信しています。 

動画制作には、多くの市民や児童・生徒の皆さ

ん、民間会社からのご協力をいただきました。心

より感謝いたします。 

出来上がった動画はほんとうにすばらしいもの

です。動画が配信されてから 3 か月が過ぎ、視聴回数は 1,300 回を超えました。ステイホームの

年末年始になります。ゆっくりとご家族皆さんで地元の歴史ロマンを感じてみませんか。 

 

『災害の考古学－阿賀野市内遺跡から発見された地震痕跡－』展示会・講演会 

 12 月 13 日（日）、水原公民館において新潟県教育委員会が主催する『災害の考古学～遺跡から

わかる地震・洪水～』講演会が開催されました。当初、講演会の定員は 120 名の予定でしたが、

こちらも新型コロナウイルス感染拡大のため 60 名になりました。 

そのため、より多くの皆さんに講演内容を知ってもらうため、12 月 8 日（火）～13 日（日）

の 6 日間、水原公民館市民ギャラリーで「災害の考古学－阿賀野市内遺跡から発見された地震痕

跡－」展示会を同時開催しました。展示会では、市内遺跡で発見された地震痕跡のパネル解説約

30 点と関係する遺跡出土品約 100 点を展示しました。土橋遺跡から出土したハート形土偶も初公

開することになりました。 

 6 日間の見学者は 398 名にものぼり、市民の皆

さんの関心の高さを実感したところです。公民館

各種講座受講者の方々にも立ち寄ってもらい、こ

れまでの活用事業の中で女性見学者の割合がもっ

とも高くなりました。また、見学者の皆さんとの

会話を通して、「新潟地震の思い出」、「新潟県北部

地震の様子」、「ハート形土偶のこと」など様々な

分野の情報を交換することができました。 

引き続きこのような「対話型の活用」に取り組

んでいきたいと思います。 

ナレーションは、市内中学校に通う生徒 3名が大役

を果たしました 

展示会場の様子 


